
 

 

 

 

【Immediate Press Release】 

2016年 5月 20日 

 

IWC 2016「SAKE部門」審査会  

メダル＆トロフィー受賞酒結果発表 

 

世界最大規模、且つ、もっとも影響力のあるワイン品評会 IWC（インターナショナル・ワイン・チャレンジ）（本社:英

国・ロンドン、 マネージング・ディレクター:アンドリュー・リード）の 「SAKE部門」のメダル＆トロフィー受賞酒発表会が、

井戸敏三 兵庫県知事、久元喜造 神戸市長ら、約 220名の関係者を集め、2016年 5月 20日（金）兵庫

県・生田神社会館で行われました。 

 

普通酒、本醸造、純米酒、純米吟醸酒、純米大吟醸酒、吟醸、大吟醸、古酒、スパークリング酒の 9部門のトロフィ

ー受賞酒は以下の通りです。その他の金・銀・銅メダル、推奨酒の受賞酒は以下リンクをご覧ください。(英語サイト) 

http://www.internationalwinechallenge.com/canopy/search.php 

 

なお受賞酒発表会の様子、トロフィー受賞酒の写真は、５月 20日 15時以降に下記リンクからダウンロード可能で

す。(英語サイト)  http://www.digitalnewsroom.co.uk/iwc/sake-hyogo-2016-uk/ 

 

 

部門 都道府県 銘柄/生産者 

普通酒 岐阜県 蓬莱 天才杜氏の入魂酒/(有)渡辺酒造店 

本醸造 岩手県 本醸造 南部美人/(株)南部美人 

純米酒 山形県 出羽桜 出羽の里/出羽桜酒造(株) 

純米吟醸酒 茨城県 御慶事 純米吟醸/青木酒造(株) 

純米大吟醸酒 秋田県 天の戸 純米大吟醸 35/浅舞酒造(株) 

吟醸 山形県 出羽桜 桜花吟醸/出羽桜酒造(株) 

大吟醸 青森県 陸奥八仙 大吟醸/八戸酒造(株) 

古酒 岡山県 古酒 永久の輝/宮下酒造(株) 

スパークリング酒 高知県 スパークリング酒 匠/土佐酒造(株) 

 

年々出品数が増加しており、本年は過去最高となる 346社(うち海外 4社)、1,282銘柄（うち海外 7銘柄）が

出品され、メダル＆トロフィーの獲得はますます難関となりました。 
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メダル＆トロフィー受賞酒発表会に先立ち、2016年 5月 16日（月）～18日（水）の 3日間、兵庫県灘の白

鶴酒造を舞台に審査会が行われ、日本人と外国人半々からなる 57名の審査員の完全ブラインド・ティスティングによっ

て、1282銘柄の中から、金賞が 59、銀賞が 196、銅賞が 245銘柄選ばれ、メダルが授与されました。 

 

今年最大のハイライトは、山形県の出羽桜酒造が純米酒と吟醸の２つのカテゴリーで、トロフィーを受賞したことです。ま

た 10周年を記念して設けられた「最優秀蔵賞」も出羽桜酒造（株）が受賞しました。 

 

今回記念すべき 10周年の IWC 2016「SAKE部門」審査会の開催地となった兵庫県の井戸敏三知事は、「記念と

なる 10周年の開催地として、兵庫県･灘を選んでいただき、心よりお礼申し上げます。兵庫県には、灘だけではなく、お

酒の産地が数多くあります。また酒米、山田錦の故郷でもあります。今回のみならず、ぜひ 4～5年に一度、兵庫県にて

開催いただければ、大変嬉しく思います。」とユーモアを交えて語りました。 

 

IWC のマネージング・ディレクターのアンドリュー・リードは、次のように話しています。「インターナショナル・ワイン・チャレンジ

（IWC）は、世界で最も影響力のあるワイン品評会で、今年の SAKE部門は、市販酒の大会として世界最大規模

の SAKE審査会となりました。今回の審査会は、日本酒造青年協議会（酒サムライ アソシエーション）と IWCの

10年間のコラボレーションを記念する、節目となりました。過去 10年間の両者の緊密な協力関係によって、日本国内

の SAKE人気が高まったのみならず、海外においても SAKE への注目を集め、その結果として日本から海外への SAKE

の輸出が促進されています。また今回の日本開催にあたり、兵庫県の皆様から多大なるご協力を賜り、誠に有難うござ

いました。」 

 

日本酒造青年協議会会長（酒サムライ アソシエーション）の関谷 健 会長は「本審査会の審査員の構成は、約半

分が日本人ですが、残り半分は海外からの参加であり、このようなコンペティションは非常に珍しいと言えます。また、例年

出品されたお酒の 4.6％程度しか、金賞を受賞出来ず、今年も 59 の出品酒が金賞を受賞しましたが、この割合は他

のコンペティションに比べれば著しく少なく、非常に狭き門です。」とコメントしました。 

 

なお、この９つのトロフィー受賞酒の中からその年の最も評価が高かった一銘柄に「チャンピオン SAKE」が授与され、

2016年 7月 7日（木）に、ロンドンで発表される予定です。歴代のチャンピオン酒は、世界基準で美味しいと認めら

れた日本酒として、外務省で採用され全世界の在外公館のレセプション等で使われています。 

 

 

IWC「SAKE部門」審査会について 

IWC「SAKE部門」審査会は 34年の歴史を誇る、ワインの品評において世界的に最も権威ある IWC が、日本酒の可能性に着目し、日

本酒の美味しさを日本のみならず、世界に広めようと 2007 年から始めた審査会です。昨年は日本以外でも、カナダ、ノルウェー、米国から

エントリーがありました。インターナショナル・ワイン・チャレンジ同様、厳格なプロセスに準拠して実施され、各審査員の豊富な経験も相まっ

て、同種のコンペティションの中ではもっとも信用度の高いものとして知られています。 

URL:  http://www.internationalwinechallenge.com/ 

Facebook公式ページ： https://www.facebook.com/iwc2016sake/ 



 

 

 

 

日本酒造青年協議会（酒サムライ アソシエーション）とは 

日本酒造青年協議会（酒サムライ アソシエーション）は、2004 年に日本酒造組合に連なる協議会として、日本酒と日本の伝統的を

守り、世界に誇る文化として広めることを目的に設立されました。その活動により、近年の日本酒と和食人気の高まりを支えてきました。  

 

海外における日本酒への関心や認知度がこれまでになく高まる中、国内では酒造をめぐる伝統的な生産体制が脅かされています。国内の

醸造所の数は、1989 年の 2,327 から現在は 1,000 前後までに落ち込んでおり、多くの蔵元も業務継続が難しい状況です。  

 

IWCは酒サムライと共同で「SAKE部門」を立ち上げ、日本における醸造の伝統を守り、たたえるとともに、市場に革新をもたらすことで新し

い消費者に日本酒の魅力を紹介し、日本酒業界全体を活気づけるお手伝いをしています。IWC の日本酒部門である「SAKE部門」は、

日本酒の国際的な知名度やブランド力を上げるために非常に重要なものです。 

URL:  http://www.sakesamurai.jp/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


